
岩沼市震災復興計画素案 

～ふるさと岩沼の復興に向けて～ 

 

１．基本理念                                                    

これまで岩沼市では、多くの市民が共感し共有できるまちづくりへの想いとして『愛のあるまち 

いわぬま～参画と連携で育むまちづくり～』を掲げ、市民と行政がそれぞれの立場で主体的に、か

つお互いが理解し合い協力してまちづくりに取り組んできました。 

震災復興にあたってもこの理念を継承し、次の復興ビジョンと４つの基本理念に基づいて、震災

復興に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○チチーームム岩岩沼沼、、オオーールル岩岩沼沼、、オオーールルジジャャパパンン  

・全ての市民の力を結集した主体的な復興 

・国・県・関係諸団体等からの積極的な支援によるオールジャパンでの復興 

 

○○歴歴史史をを大大切切ににししたた安安全全・・安安心心なな市市域域づづくくりり  

・地域コミュニティの再生を尊重したコンパクトシティ化 

・歴史を生かしたコミュニティ居久根（いぐね）の活用 

・海岸防潮堤、貞山堀護岸、市道及び県道による防災機能の強化 

・避難を円滑に行うための県道拡幅 

・排水対策の強化 

 

○○岩岩沼沼のの個個性性、、特特性性をを活活かかししたた産産業業のの再再構構築築  

・新しい分野の企業誘致を含めた産業の復興 

・災害のない安全な操業環境の確立 

・農地の回復と農業の再生 

・地盤沈下対策 

 

  

  

  

  

  

○○時時代代をを先先取取りりししたた先先進進的的なな復復興興モモデデルル  

・福祉・教育・医療を中心とした先進的な地域づくり 

・「千年希望の丘」などのメモリアルパークを、諸外国、国内外の企業や NPO・NGO な

どのペアリング支援による実現 

・環境への配慮 

・新エネルギーの活用 

 

 

 

２．計画期間                                                 

 本計画の計画期間は、平成 23 年度から 29 年度までの 7 年間とします。 

 長期的な視点に立った基本理念を実現するため、復旧期・復興期・発展期を設定し、スピー

ド感を持って各種事務事業に取り組みます。 
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３．復興のためのリーディングプロジェクト                                  

①①すすみみややかかなな仮仮設設住住宅宅のの建建設設とと暮暮ららししのの安安定定  

 岩沼市では、甚大な被災を受けた地域の方々が生活再建、自立のための一歩を踏み出せるため

に、仮設住宅の整備及び入居をいち早く行いました。今後は、仮設住宅においてこれまでの生

活、コミュニティが損なわれることなく自分らしく生活し続ける環境が確保できるよう「サポ

ートセンター」などによる心のケアに努めながら、連続性のあるサポートを継続していきます。 

 地域の意向を最大限に尊重しながら、被災を受けた地域の集団移転を検討します。 

 

②②津津波波かかららのの安安全全ななままちちづづくくりり  

 津波の破壊力を減衰させる多重防御として、国による海岸防潮堤の整備、県による貞山堀護岸

の整備、市による市道空港三軒茶屋線のかさ上げの実現に向けた取り組みを進めます。 

 県道岩沼海浜緑地線、主要地方道仙台空港線、県道塩釜亘理線など、東部地区から中央部や西

部地区等へ迅速に避難できる安全な道路を確保します。 

 仙台東部道路を一時避難場所として活用することの実現に向けて、東日本高速道路株式会社と

調整します。 

 住宅地については、地域コミュニティの再生を尊重した集約化を図るとともに、玉浦地区の既

存の公共施設を再編し防災拠点を整備します。また、今回の津波被害において一定の防災効果

がみられた居久根を適所に配置し、優れた農村集落の景観を保全、再生します。 

 津波から市域を守る対策と併せて、内水の排水対策についても本市の長年にわたる課題である

ことから、赤井江から太平洋への直接放流、貞山堀の浚渫、排水機場の増設（３箇所→５箇所）、

阿武隈川堤防の質的整備、五間堀川の拡幅整備など、市域全体の排水対策を関係機関へ要望し

ます。 

 

③③農農地地のの回回復復とと農農業業のの再再生生  

 海水が浸入した区域については、排水路改修、塩分除去、土壌改良等を行い、農地の復旧に力

を注ぐとともに、更なる農業振興を目指して、塩害に強い作物の作付けやバイオエネルギー化、

観光分野としての活用を検討します。 

 排水計画の見直しを含む地盤沈下対策を国へ積極的に働きかけます。 

 営農の効率化を図るため、農業経営の大規模化や法人化等について、ＪＡ等関係機関と連携し

ながら推進します。 

 

④④雇雇用用のの創創出出にに向向けけたた国国際際、、先先端端、、臨臨空空タタウウンンのの整整備備  

 あらゆる交通の結節点である岩沼市の特徴を最大限に活かし、新しい分野の企業誘致を含めた

産業の復興を図ります。特に、国際社会への玄関口である仙台空港周辺に、産学官連携の下、

高度医療技術の研究・開発拠点を整備し、「自然共生・国際医療産業都市」を推進します。 

 

⑤⑤自自然然エエネネルルギギーーをを活活用用ししたた先先端端モモデデルル都都市市  

 太陽光をはじめとする自然エネルギーを活用した自然共生都市として、※スマートグリッドを活

用したモデルタウンの構築を目指します。 

 

 

 

  

⑥⑥「「千千年年希希望望のの丘丘」」ななどどののメメモモリリアアルルパパーーククのの整整備備  

 海岸部に多重構造のあたらしい社会共通基盤として、津波の力を減衰させる津波よけ「千

年希望の丘」を整備し、減災に取り組むとともに、後世の人々へ今回の津波被害の大きさ

や私たちの想いをつなぐために、この丘を含めたエリアをメモリアルパークとして整備を

図ります。 

 「千年希望の丘」などのメモリアルパークの整備にあたっては、諸外国、国内外の企業や

ＮＰＯ・NGO などのペアリング支援による実現方策を検討します。 

 

⑦⑦文文化化的的景景観観のの保保全全とと再再生生  

 岩沼市においてこれまでに培われてきた歴史や文化を未来の世代へ継承していくために、

農業・集落の優れた景観を保全、再生します。 

 

 

４．ペアリング支援                                            

 

今回の震災による被害は被災地

が極めて広範囲であるため、地域ご

とに復興に向けた課題が大きく異

なり、復興までにかかる道のりが長

期間に渡ると予想されます。これら

の多くの課題を乗り越えて『愛と希

望の復興』を実現するためには、行

政、産業、金融、福祉、教育など被

災地の復興に関わる多様な主体の

参画が必要です。 

ペアリング支援とは、一つの団体

や市町村が一つの被災地と互いに

助け合って信頼関係を育み、持続的

に支援をしていく方法です。 

このような支援の輪を国内はも

とより海外などにも広げて、様々な

方々とのつながりから、復興を着実

に進めていきます。 
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※スマートグリッド：太陽光などの再生可能エネルギーを利活用するにあたって必要となる、電力の需供バランスを最適化

する電力系統。又はそれを実現するためのマネジメントシステム。 




